
 

 

 

 

 

 

 

 

 
練習１  Ａ、Ｂ２台の自動車があります。Ａの自動車は、４５Ｌで５００ｋｍ走れます。Ｂの自動車は、 

５０Ｌで６００ｋｍ走れます。 

 

①どちらの自動車のほうが、ガソリン１Ｌあたりで長い距離を走れるでしょう。 

 

式 Ａ ５００÷４５＝１１．１１１…… 

  Ｂ ６００÷５０＝１２ 

 

             答え      の自動車のほうが、ガソリン１Ｌあたりで長い距離を走れる。  

 

②どちらの自動車のほうが、１ｋｍ走るのに多くガソリンを使うでしょう。 

 

式 Ａ ４５÷５００＝０．０９ 

  Ｂ ５０÷６００＝０．０８３３３…… 

 

               答え      の自動車のほうが、１ｋｍ走るのに、ガソリンを多く使う。 

 

練習２  たかしさんの家では１０本のりんごの木から４８００個のりんごがとれました。あやかさんの家では

１２本のりんごの木から５０００個のりんごがとれました。どちらの家のほうがよくとれたといえます

か。１本あたりにできたりんごの数でくらべましょう。 

  

式 たかしさん ４８００÷１０＝４８０ 

    あやかさん ５０００÷１２＝４１６．６６…… 

 

答え            の家のほうが、よくとれたといえる。 

 

練習３  Ａの魚屋さんでは、４尾のさんまを６４０円で売っています。Ｂの魚屋さんでは、６尾のさんまを

９００円で売っています。どちらの店のほうが安いですか。１尾あたりの値段でくらべましょう。 

 

  式 Ａ ６４０÷４＝１６０ 

    Ｂ ９００÷６＝１５０ 

 

答え      の魚屋さんのほうが安い。 

 

 わたしたちの生活の中では、「１個あたり いくら」、「１ふくろあたり いくつ」というように、単位量

あたりの大きさを調べてくらべることがよくあります。 

この場合の「１個」や「１ふくろ」といった、もとになる量のことを「単位量」といいます。 

 
単位量あたりの大きさ(２)  →７へ           

   年  組  番 名前               

 

学習日    月   日 

Ｂ 

Ａ 

たかしさん 

Ｂ 


